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令和７年１２月１０日（水）に実証実験で設置するアリスガーデンの分煙施設及び市内の公衆喫煙所６カ
所において２種類の啓発ポスターを掲示し、啓発の効果検証を実施している。

啓発ポスターは① 喫煙の害に関する啓発、 ② 禁煙のサポート体制についての２種類を掲示している。

分煙施設に、禁煙に関する啓発ポスターを掲示

２【分煙施設内のポスター掲示の様子】 （ ② 禁煙のサポート体制についてのポスター）（ ① 喫煙の害に関する啓発のポスター）

01 分煙施設における取組結果
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■ アリスガーデンのアクセス件数

１ アリスガーデンは
平日にアクセスが
集中している

２ 公衆喫煙所は
土曜日・日曜日にも
アクセスされている

３ アリスガーデンは
６か所の公衆喫煙所の
合計件数と同等の
件数であった

平日 土曜日・日曜日 合計

令和7年12月 28 1 29

令和8年1月 27 0 27

令和8年2月 7 0 7

合計 62 1 63

平日 土曜日・日曜日 合計

令和7年12月 18 13 31

令和8年1月 11 7 18

令和8年2月 14 4 18

合計 43 24 67

各月のアクセス件数

■ 公衆喫煙所６か所のアクセス件数

・ 喫煙者の１８．６％※の人がタバコをやめたいと思っており、今回の結果で一定のアクセスがあったことから

分煙施設における禁煙啓発は効果があると考えられる。 ※ 令和６年「国民健康・栄養調査」

・ アリスガーデンは若い人の利用者が多いことが推測されることから、QRコードを活用した啓発の効果が

高かったと考える。

01 分煙施設における取組結果
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令和７年度、世界禁煙デーおよび禁煙週間（6月1日～6日）に合わせ、エディオンピースウィング広島におい

て、広島市と広島県医師会が協働して、「イエローグリーン」に込められている「受動喫煙をしたくない、させたく

ない」という思いを、 「イエローグリーンライトアップキャンペーン」を実施した。

令和８年度も５月３１日の世界禁煙デーに「イエローグリーンライトアップキャンペーン」を実施する予定である。

エディオンピースウィング広島
ライトアップの様子

0２ 令和８年度の取組

イエローグリーンライトアップキャンペーン
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２０歳未満の喫煙防止及び受動喫煙防止を広くＰＲするため、昨年度に続き本市が作成した２０歳未満の

禁煙、受動喫煙防止の啓発動画をマツダスタジアム及びエディオンピースウィング広島の大型ビジョンで放

映する。

マツダスタジアム
での放映の様子

0２ 令和８年度の取組

スポーツ観戦の場での普及啓発
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マツダスタジアムのJR側得点表示板に受動喫煙防止及び２０歳未満の禁煙について啓発画像を掲示す
ることで、より一層の啓発を図る。
このモニターはJR側に掲示されており、球場の外からも見える大きさであるため啓発の効果が期待される。

ここのモニター

・ ７秒間で２枚の画像掲示

・ ６：００～２４：００に掲示
（試合中は除く）

マツダスタジアムの様子

0２ 令和８年度の取組

マツダスタジアムにおける新たな取組
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コンセプト 受動喫煙防止に関する啓発

背景の色は
イエローグリーン

0２ 令和８年度の取組

モニターに掲示する画像①
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警告色の赤と黄色を
基調とした画像

0２ 令和８年度の取組

モニターに掲示する画像②

コンセプト ２０歳未満の禁煙に関する啓発
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分煙施設の啓発ポスターを
医療機関向けに修正

かかりつけ医への
相談を促す内容

0２ 令和８年度の取組

医療機関ポスター掲示

医療機関の待合室に掲示する禁煙治療を啓発する
ポスターを作成する。
喫煙者が禁煙に関する情報をアクセスできるようQR

コードを掲示するとともに、かかりつけ医への相談を促す
内容としている。



0２ 令和８年度の取組

国保加入者に対して、特定健康診査受診時の禁煙支援が有効であると考え
られるため、健診受診者のうち喫煙者に対してCOPD（タバコ肺）や禁煙に関
する情報提供をするための通知を送付し、医療機関の受診へつなげる。

■ 特定健診受信者への個別通知

令和６年度実績

■ 個別通知送付者数 １，８１８人

■ 通知を行った１，８１８人のうち、
１３９人（７．５％）がCOPD関連で
医療機関を受診した。
（国保データベースシステムにて確認）

啓発通知が医療機関受診の
動機付けになっている。

１０
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0２ 令和８年度の取組

禁煙支援の担い手となる保健師等のスキルアップを目的として、禁煙治療の実際や禁煙支援のあり方等について学び、
実践に役立てるためのセミナーを開催した。

■ 禁煙指導に関する研修会

開催日 令和８年２月２７日（金）

共 催 広島市・広島産業保健総合支援センター

対象者 産業保健に携わる保健医療関係者

各区保健センター保健師 等

方 式 対面及びWEB（ハイブリット）

講 師 広島市産業保健総合支援センター

産業保健相談員 津谷 隆史 氏

（津谷内科呼吸器科クリニック 理事長）

参加者 ６０人

・ とても満足した。禁煙支援の最新エビデンスを整理して学ぶことができ、日々の支援にすぐ活かせる内容だった。

・ 行動変容ステージモデルに合わせた禁煙支援の面談ポイントを学び実務に活用したいと思った。

・ 禁煙補助薬を活用した禁煙治療の理解が深まり禁煙治療を勧めるのに自信がついた。

参加者の声



0２ 令和８年度の取組

市内の健康増進法第２８条の対象施設における受動喫煙防止対策等の実施状況を把握するとともに、
健康増進法の遵守に向けた啓発を行う

■ 受動喫煙防止に向けた喫煙対策に関する施設調査

調査地域 広島市全域

調査対象 無作為に4,000施設を抽出

調査方法 郵送配布・郵送回収

調査期間 令和８年１１月（予定）

（予定）

１２



0２ 令和８年度の取組

受動喫煙防止についてアストラムライン本通駅の
デジタルサイネージにおいて啓発を行う。

■ 受動喫煙防止に向けたアストラムライン本通駅における啓発

・ デジタルサイネージに掲出

・ １５秒間で１枚の画像掲示

１３

令和７年度の様子


